
 

 歯科検診が終わり、「大きい口開けれたよ！」「泣かなかった」など、ほっと一息ついていた子どもたち。
すると、突然避難訓練の放送が鳴りました。どの子も保育者のもとに集まり、なんの放送なのか、次にどう
すればよいのかの指示があるまで、静かに待つことができました。避難訓練終了後、なんの訓練だったかを
聞いてみると、「農園から火でた！」と放送の内容をしっかりと覚えている子もいましたよ。また、「もし、
きらきらぼしのお部屋から火が出ていたら、外の階段と中の階段、どっちから逃げればいいかな？」と問い
かけてみました。少し考えてから、「外の階段から逃げる！」と答えていました。 
話の後は、2階の非常口のマークや消火器はどこにあるかな？と探してみました。「ここにある！」「ここ

にもあった！」「ちゅうりっぷ組のお部屋のところにもあるよね」と日頃からマークを気にしていた子はす
ぐに見つけていましたよ。マークを知らなかった子もしっかりと見て確認し、給食の時にも「あそこにもあ
るね」と玄関やランチルームに非常口のマーク、消火器があることを発見していました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
避難訓練を通して、保育者が避難時の動きを確認することはもちろん、子どもたち自身も避難時の身の守

り方を身につけていけられるよう、一緒に考えて行動していきたいと思います。 

R8.4.21（火）たんぽぽ組 

 

今月の避難訓練のねらい 

☆避難の合図を聞き、保育者のもとに集まる。 

☆非常口のマークや消火器の場所がどこにあるかを知る。 

 

三つのゼン『安全』 

非常口のマーク発見！ 

この中には 
水じゃなくて 
火を消す粉が入っているよ 

この中に 
消火器が 
入っているよ 
 


